






















































































































































































































































































































































































































































































◦真後ろへの崩し　　　　◦右斜め後への崩し　　  ◦左斜め後ろへの崩し　  ◦前への崩し　
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５ ４ ３ ２ １
構　え　方
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（５） 文部省編『剣道指導の手引（改訂版）』（大蔵省印刷局・1993）133 頁　550 円　
 １．剣道の特性とねらい、２．剣道の学習内容、３．指導計画と学習指導、４．技能指
導の要点、５．練習と試合、付録。平成元年度改訂の学習指導要領に基づいており、中




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































めあての達成に向けて進んで活動できたか ５ ４ ３ ２ １
練習の仕方を工夫し得意技を身に付けることができたか ５ ４ ３ ２ １
技の組み合わせや攻防を工夫して活動できたか ５ ４ ３ ２ １
互いにアドバイスしあったり、協力して活動できたか ５ ４ ３ ２ １
学習の決まりや礼法を守り、安全に気をつけて活動できたか ５ ４ ３ ２ １


















礼法を知り座礼ができたか ５ ４ ３ ２ １
心をこめた挨拶ができたか ５ ４ ３ ２ １
自然体・基本の構えができたか ５ ４ ３ ２ １
正しくなぎなたを扱うことができたか ５ ４ ３ ２ １
きびきびとした態度で取り組めたか ５ ４ ３ ２ １
目標達成に向けて集中して活動できたか ５ ４ ３ ２ １
相手を尊重し協力して活動できたか ５ ４ ３ ２ １
ルールやきまりを守り活動できたか ５ ４ ３ ２ １


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































写真 32）弓に手をあてる　　　　　　　　　 写真 33）手の内の完了
■手の内を調える手順とポイント
































































































































































































































































































































































































































































写真 46）乙矢の打ち込み①　　　写真 47）乙矢の打ち込み②　　　 写真 48）乙矢の保持






























































































写真 55）入場の礼　　　　　　　写真 56）本座へ向かう　　　　　写真 57）本座で揖
写真 58）射位へ　　　　　　　　写真 59）跪座へ　　　　　　　　写真 60）腰を切る
写真 61）開き足　　　　　　　　写真 62）脇正面へ向く　　　　　写真 63）弓を立てる
153
弓道の指導法














































体配立射 立射のやり方 ◎ △
座射 座射のやり方 ◎
射技




作法 入・退場の仕方 △ ◎
射法八節
足踏み 足の開き方、方向、角度、広さ ◎ ○


















残心（残身） 残身の姿勢 ◎ ○
距離近距離発射 10ｍ ◎ △
中距離発射 15ｍ ◎ △
















良い　　５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 　　悪い
２、授業に積極的に取り組んだ。
良い　　５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 　　悪い
３、 自分の取り組む課題をはっきりさせ
ることができた。
良い　　５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 　　悪い
４、 その課題解決のために工夫すること
ができた。
良い　　５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 　　悪い
５、 仲間と協力して楽しさや喜びを感じ
ることができた。
良い　　５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 　　悪い
６、 弓道に対する知識や理解を深めるこ
とができた。












































◦入江康平・森俊男　『弓道指導の理論と実際』　不昧堂出版　平成 14 年 3月 29 日（3版）
◦教員研修センター　『平成 21 年度子どもの体力向上事業指導者養成研修指導要領』　教員研修
センター　平成 21 年 5月
◦全日本弓道連盟　『弓道教本』　全日本弓道連盟　平成 16 年 5月 15 日（第 45 刷）
◦全日本弓道連盟　『弓道競技規則』　全日本弓道連盟　平成 12 年 6月
◦日本武道館・全日本弓道連盟　『弓道指導の手引き』　日本武道館・全日本弓道連盟　平成 4
年 7月
◦松尾牧則　『もっとうまくなる！弓道』　ナツメ社　平成 19 年 12 月 5 日
◦文部科学省　『高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育編』　東山書房　平成 19年 6月
20 日一部補訂 4刷






































































保健体育の時間は、年間 105 時間（週３時間× 35 週）である。第１学年及び第２
学年は、保健分野と体育分野８領域が必修である。現実には学校行事等で授業時間が



























































































































































































































































































































































































［第 1 学年及び第 2 学年］
（学習指導要領　本文）
　次の運動について、技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本となる
技ができるようにする。
イ　剣道では、相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて、打っ
たり受けたりするなどの攻防を展開すること。
（解説）
剣道は竹刀を使って、基本となる技や得意技を用いて相手と攻防を展開しながら、
互いに「有効打突」を目指して相手の構えを崩して打ったり、受けたりして勝敗を競
い合う運動である。第１学年及び第２学年では、相手の動きに応じた基本動作から、
基本となる技を用いて攻防を展開できるようにする。
「相手の動きに応じた基本動作」とは、相手の動きに応じて行う構えと体さばき、基
本打突の仕方と受け方のことである。構えと体さばきには、構えのもととなる自然体、
基本となる中段の構え、相手の動きに応じて攻撃や防御の間を保つための足さばきが
ある。また、基本打突の仕方と受け方には、正面打ちとその受け方、左右面打ちとそ
の受け方、胴（右）の打ちとその受け方、小手（右）の打ちとその受け方がある。
指導に際しては、構えや体さばきと基本打突の仕方や受け方は関連付けて一連の動
きとして身に付けることに配慮するなど対人的技能と一体的に扱うようにする。
＜例示＞
○基本動作
◦構えでは、相手の動きに応じて自然体で中段に構えること。
◦体さばきでは、相手の動きに応じて歩み足や送り足をすること。
◦基本打突の仕方と受け方では、中段の構えから体さばきを使って、
　面や胴（右）や小手（右）の部位を打ったり受けたりすること。
「基本となる技」とは、しかけ技の基本となる技や応じ技の基本となる技のことであ
る。しかけ技の基本となる技は、小手―面、面―胴などの二段の技や、引き面や引き
胴などの引き技のことである。また、応じ技の基本となる技は、面抜き胴や小手抜き
面などの抜き技のことである。
指導に際しては、２人１組の対人で、体さばきを用いてしかけ技の基本となる技や
応じ技の基本となる技ができるようにすることが大切である。
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そのため、基本動作や対人的技能との関連で、「形」の取り扱いを工夫することも有
効である。
＜例示＞
○しかけ技
＜二段の技＞
　◦最初の小手打ちに相手が対応して隙ができたとき、面を打つこと。（小手―面）
　◦最初の面打ちに相手が対応して隙ができたとき、胴を打つこと。（面―胴）
＜引き技＞
◦相手と接近した状態にあるとき、隙ができた面を退きながら打つこと。（引き面）
◦相手と接近した状態にあるとき、隙ができた胴を退きながら打つこと。（引き胴）
○応じ技
＜抜き技＞
◦相手が面を打つとき、体をかわして胴を打つこと。（面抜き胴）
◦相手が小手を打つとき、体をかわして面を打つこと。（小手抜き面）
「打ったり受けたりするなどの攻防を展開する」とは、自由練習やごく簡単な試合で、
相手の動きに応じた基本動作を行いながら、しかけ技の基本となる技や応じ技の基本
となる技を用いて、打ったり受けたりする攻防を展開することである。
指導に際しては、しかけ技や応じ技では、対人でのかかり練習、約束練習、自由練
習を通して、技の形を正しく行えるようにすること、体さばきを用いて相手の構えを
崩したり、相手の打突をかわして打突できるようにすること。また、しかけ技や応じ
技の基本となる技を用いたごく簡単な試合を自由練習の延長として、１～２分程度行
うことができるようにすることが大切である。
なお、段階的な指導の関連から中学校では「突き技」を扱わないこととする。
［第 3 学年］
（学習指導要領　本文）
　次の運動について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を身に
付けることができるようにする。
イ　剣道では、相手の動きの変化に応じた基本動作から、基本となる技や得意技
を用いて、相手の構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防を展開するこ
と。
（解説）
第３学年では、相手の動きの変化に応じた基本動作から、既習技や得意技の技能の
上達を踏まえて、しかけ技や応じ技を用いた自由練習や簡単な試合で攻防を展開する
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ことができるようにする。
「相手の動きの変化に応じた基本動作」とは、相手の動きの変化に応じて行う構えと
体さばき、基本打突の仕方と受け方のことである。
＜例示＞
○基本動作
◦構えでは、相手の動きの変化に応じた自然体で中段に構えること。
◦体さばきでは、相手の動きの変化に応じて体の移動や竹刀操作を行うこと。
◦基本打突の仕方と受け方では、相手に対しての距離を近くしたり遠くしたりして
打ったり、応じ技へ発展するよう受けたりすること。
「基本となる技」とは、しかけ技の基本となる技や応じ技の基本となる
技のことである。しかけ技の基本となる技は、既習の引き技に加えて、出ばな面や
出ばな小手などの出ばな技と払い面や払い小手などの払い技がある。また、応じ技の
基本となる技は、既習の抜き技に加えて、小手すり上げ面などのすり上げ技がある。
「得意技」とは、自己の技能・体力の程度に応じて最も打突しやすく、相手から効率
的に有効打突を取ることができる技のことである。
指導に際しては、２人１組の対人で、体さばきを用いてしかけ技の基本となる技や
応じ技の基本となる技を高め、自己の技能・体力の程度に応じた得意技を身に付ける
ことができるよう工夫を行うことが大切である。
＜例示＞
○しかけ技
＜二段の技＞
　◦最初の小手打ちに相手が対応して隙ができたとき、胴を打つこと。（小手―胴）
　◦最初の面打ちに相手が対応して隙ができたとき、面を打つこと。（面―面）
＜引き技＞
　◦相手と接近した状態にあるとき、隙ができた小手を退きながら打つこと。（引き小
手）
＜出ばな技＞
　◦相手が打とうとして手もとを上げた（下げた）とき、隙ができた面を打つこと。（出
ばな面）
　◦相手が打とうとして手もとを上げたとき、隙ができた小手を打つこと。（出ばな小手）
＜払い技＞
　◦打ち込む隙がないとき、相手の竹刀を払って面を打つこと。（払い面）
　◦打ち込む隙がないとき、相手の竹刀を払って小手を打つこと。（払い小手）
○応じ技
＜すり上げ技＞
　◦相手の小手打ちを竹刀ですり上げて面を打つこと。（小手すり上げ面）
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「相手の構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防を展開する」とは、自由練
習や簡単な試合で、相手の動きの変化に応じた基本動作を行いながら、相手の構えを
崩し、その隙をとらえてしかけ技や応じ技の基本となる技や得意技を用いた攻防を展
開することである。
指導に際しては、しかけ技や応じ技では、対人での練習を通して、既習技を高める
とともに、相手の構えを崩したり相手の動きや技の変化に応じたりして、得意技で自
由に打突することができるようにすること。また、しかけ技や応じ技の基本となる技
や得意技を用いて自由練習や簡単な試合で攻防ができるようにすることが大切である。
剣道の技能の学習段階の例
学年 中学校１・２年 中学校３年
しかけ技
二段の技
面—胴 →
小手—面 →
面—面
小手—胴
引き技
引き面
引き胴
引き小手
出ばな技
出ばな面
出ばな小手
払い技
払い面
払い小手
応じ技
抜き技
面抜き胴 →
小手抜き面 →
すり上げ技 小手すり上げ面
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２．態度及び　３．知識、思考・判断
［第 1 学年及び第２学年］
２ 態度
（学習指導要領　本文）
（2）武道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守
ろうとすること、分担した役割を果たそうとすることなどや、禁じ技を用いない
など健康・安全に気を配ることができるようにする。
（解説）
第１学年及び第２学年では、技ができる楽しさや喜びを味わい、基本動作や基本と
なる技ができるようにすることに積極的に取り組めるようにする。
「相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守ろうとする」とは、武道は、相手と直接的
に攻防するという特徴があるので、相手を尊重し合うための独自の作法、所作を守る
ことに取り組もうとすることを示している。そのため、自分で自分を律する克己の心
を表すものとして礼儀を守るという考え方があることを理解し、取り組めるようにす
る。
なお、伝統的な行動の仕方の指導については、単に形の指導に終わるのではなく、
相手を尊重する気持ちを込めて行うことが大切であることに留意する。
「分担した役割を果たそうとする」とは、練習やごく簡単な試合を行う際に、防具や用
具の準備や後片付け、審判などの分担した役割に積極的に取り組もうとすることを示
している。そのため、分担した役割を果たすことは、練習や試合を円滑に進めること
につながることや、さらには、社会生活を過ごす上での必要な責任感を育てることに
つながることを理解し、取り組めるようにする。
「～など」の例には、仲間の学習を援助しようとすることがある。これは、練習の際に、
仲間の練習相手を引き受けたり、技の行い方などの学習課題の解決に向けて仲間に助
言したりしようとすることなどを示している。そのため、仲間の学習を援助することは、
自己の能力を高めたり、仲間との連帯感を高めて気持ちよく活動することにつながっ
たりすることを理解し、取り組めるようにする。
「禁じ技」とは、安全上の配慮から、中学校段階では用いない技を示している。その
ため、柔道では蟹
かに
鋏
ばさみ
、河
かわ
津
づ
掛
かけ
、足緘、胴絞、剣道では突き、相撲では、反り技、河津掛、
さば折り、極め出しなどの禁じ技を用いないことを理解し、取り組めるようにする。
「健康・安全に気を配る」とは、体調の変化などに気を配ること、危険な動作や禁じ
技を用いないこと、用具や練習及び試合の場所などの自己や仲間の安全に留意するこ
とや、技の難易度や自己の技能・体力の程度に応じて技に挑戦することが大切である
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ことを示している。そのため、体調に異常を感じたら運動を中止すること、竹刀など
の用具の扱い方や畳などの設置の仕方や起きやすいけがの事例などを理解し、取り組
めるようにする。
３ 知識、思考・判断
（学習指導要領　本文）
（3）武道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高ま
る体力などを理解し、課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。
（解説）
○知識
「武道の特性や成り立ち」では、武道は、技を身に付けたり、身に付けた技を用いて
相手と攻防する楽しさや喜びを味わうことのできる運動であること、武技、武術など
から発生した我が国固有の文化として今日では世界各地に普及し、例えば、柔道がオ
リンピック競技大会においても主要な競技として行われていることを理解できるよう
にする。
「伝統的な考え方」では、武道は、単に試合の勝敗を目指すだけではなく、技能の
習得などを通して礼法を身に付けるなど人間としての望ましい自己形成を重視すると
いった考え方があることを理解できるようにする。
「技の名称や行い方」では、武道の各種目で用いられる技には名称があり、それぞれ
の技を身に付けるための技術的なポイントがあることを理解できるようにする。例え
ば、柔道には体落としという技があり、技をかけるためには崩しと体さばきの仕方が
あること、剣道には面抜き胴という技があり、技をかけるためには体さばきの仕方が
あること、相撲には、上手投げという技があり、技をかけるためには寄りの仕方があ
ることを理解できるようにする。
「関連して高まる体力」では、武道は、それぞれの種目で主として高まる体力要素が
異なることを理解できるようにする。例えば、武道を継続することで、柔道では主と
して瞬発力、筋持久力、巧緻性など、剣道では主として瞬発力、敏捷性、巧緻性など、
相撲では主として、瞬発力、巧緻性、柔軟性などがそれぞれの技に関連して高められ
ることを理解できるようにする。
「～など」の例には、試合の行い方がある。自由練習の延長として、ごく簡易な試合
におけるルール、審判や運営の仕方があることを理解できるようにする。
○思考・判断
「課題に応じた運動の取り組み方を工夫」するとは、活動の仕方、組み合わせ方、安
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全上の留意点などの学習した内容を、学習場面に適用したり、応用したりすることを
示している。第１学年及び第２学年では、基礎的な知識や技能を活用して、学習課題
への取り組み方を工夫できるようにする。
＜例示＞
　◦技を身に付けるための運動の行い方のポイントを見付けること。
　◦課題に応じた練習方法を選ぶこと。
　◦仲間と協力する場面で、分担した役割に応じた協力の仕方を見付けること。
　◦学習した安全上の留意点を他の練習場面に当てはめること。
［第 3 学年］
２　態度
（学習指導要領　本文）
（2）武道に自主的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大
切にしようとすること、自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を
確保することができるようにする。
（解説）
第３学年では、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を身に付けるこ
とに自主的に取り組めるようにする。
「相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を大切にしようとする」とは、伝統的な行動の
仕方を所作として単に守るだけではなく、礼に始まり礼に終わるなどの伝統的な行動
の仕方を自らの意志で大切にしようとすることを示している。そのため、相手を尊重
し、勝敗にかかわらず対戦相手に敬意を払う、自分で自分を律する克己の心を理解し、
取り組めるようにする。
「自己の責任を果たそうとする」とは、練習や簡単な試合の進行などで仲間と互いに
合意した役割に、責任をもって自主的に取り組もうとすることを示している。そのため、
自己の責任を果たすことは、活動時間の確保につながることや自主的な学習が成立す
ることを理解し、取り組めるようにする。
「～など」の例には、互いに助け合い教え合おうとすることがある。これは、練習の
際に、投げ込みや打ち込みの相手を引き受けたり、運動観察などを通して仲間の課題
を指摘するなど教え合ったりしながら取り組もうとすることを示している。そのため、
互いに助け合い教え合うことは、相互の信頼関係を深めたり、課題の解決に役立つな
ど自主的な学習を行いやすくしたりすることを理解し、取り組めるようにする。
「健康・安全を確保する」とは、相手の技能の程度や体力に応じて力を加減すること、
けがや事故につながらないよう竹刀や畳の状態などを整えること、施設の広さなどの
付録　２．態度及び　３．知識、思考・判断
10
状況に応じて安全対策を講じること、自己の体調、技能・体力の程度の程度に応じた
技術的な課題を選んで段階的に挑戦することなどを通して、健康を維持したり自己や
仲間の安全を保持したりすることを示している。そのため、用具や施設の安全確認の
仕方、段階的な練習の仕方、けがを防止するための留意点などを理解し、取り組める
ようにする。
なお、これらの指導に際しては、自主的な学習に取り組めるよう練習中や試合後に
話合いなどの機会を設けるなどの工夫をするとともに、指導内容の精選を図ったり、
話合いのテーマを明確にするなどして、体を動かす機会を適切に確保することが大切
である。
３ 知識、思考・判断
（学習指導要領　本文）
（3）伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体力の高め方、運動観察の
方法などを理解し、自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにす
る。
（解説）
○知識
「伝統的な考え方」では、我が国固有の文化である武道を学習することは、これから
の国際社会で生きていく上で有意義であることを理解できるようにする。
「技の名称や見取り稽古の仕方」では、武道の各種目で用いられる技の名称があるこ
を理解できるようにする。また、見取り稽古とは、武道特有の練習方法であり、他人
の稽古を見て、相手との距離の取り方や相手の隙をついて勢いよく技をしかける機会、
技のかけ方や武道特有の気合いなどを学ぶことも有効な方法であることを理解できる
ようにする。
「体力の高め方」では、武道のパフォーマンスは、体力要素の中でも、柔道では主と
して瞬発力、筋持久力、巧緻性など、剣道では主として瞬発力、敏捷性、巧緻性など、
相撲では主として、瞬発力、巧緻性、柔軟性などに強く影響される。そのため、攻防
に必要な技術と関連させた補助運動や部分練習を取り入れ、繰り返したり、継続して
行ったりすることで、結果として体力を高めることができることを理解できるように
する。
「運動観察の方法」では、自己の動きや仲間の動き方を分析するには、自己観察や他
者観察などの運動観察の方法があることを理解できるようにする。
「～など」の例には、試合の行い方がある。簡単な試合におけるルール、審判や運営
の仕方があることを理解できるようにする。
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○思考・判断
「自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫」するとは、運動の行い方や練習の仕
方、活動の仕方、健康・安全の確保の仕方、運動の継続の仕方などのこれまで学習し
た内容を、自己の課題に応じて、学習場面に適用したり、応用したりすることを示し
ている。第３学年では、これまで学習した知識や技能を活用して、自己の課題に応じ
た運動の取り組み方を工夫することができるようにする。
＜例示＞
　◦自己の技能・体力の程度に応じた得意技を見付けること。
　◦提供された攻防の仕方から、自己に適した攻防の仕方を選ぶこと。
　◦仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘すること。
　◦健康や安全を確保するために、体調に応じて適切な練習方法を選ぶこと。
　◦武道を継続して楽しむための自己に適したかかわり方を見付けること。
付録　２．態度及び　３．知識、思考・判断
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４．内容の取扱い
（学習指導要領　本文）
カ「Ｆ武道」の（1）の運動については、アからウまでの中から一を選択して履
修できるようにすること。なお、地域や学校の実態に応じて、なぎなたなどのそ
の他の武道についても履修させることができること。また、武道場などの確保が
難しい場合は指導方法を工夫して行うとともに、学習段階や個人差を踏まえ、段
階的な指導を行うなど安全の確保に十分留意すること。
（解説）
１武道の領域は、従前、第１学年においては、武道又はダンスから男女とも１領域を
選択して履修できるようにすることとしていたことを改め、第１学年及び第２学年
においては、すべての生徒に履修させることとした。また、第３学年においては、
球技及び武道のまとまりの中から１領域以上を選択して履修できるようにすること
としている。
したがって、指導計画を作成するに当たっては、３年間の見通しをもって決める
ことが必要である。
２武道の運動種目は、柔道、剣道又は相撲のうちから１種目を選択して履修できるよ
うにすることとしている。
なお、地域や学校の実態に応じて、なぎなたなどのその他の武道についても履修
させることができることとしているが、なぎなたを取り上げる場合は、基本動作や
基本となる技を身に付けさせるとともに、形を取り入れるなどの工夫をし、効果的、
継続的な学習ができるようにすることが大切である。
また、原則として、その他の武道は、示された各運動種目に加えて履修させるこ
ととし、地域や学校の特別の事情がある場合には、替えて履修させることもできる
こととする。
３武道場などの確保が難しい場合は、他の施設で実施することとなるが、その際は、
安全上の配慮を十分に行い、基本動作や基本となる技の習得を中心として指導を行
うなど指導方法を工夫することとしている。
また、武道は、相手と直接的に攻防するという運動の特性や、中学校で初めて経
験する運動種目であることなどから、各学年ともその種目の習熟を図ることができ
るよう適切な授業時数を配当し、効果的、継続的な学習ができるようにすることが
必要である。また、武道は、段階的な指導を必要とするため、特定の種目を３年
間履修できるようにすることが望ましいが、生徒の状況によっては各学年で異なっ
た種目を取り上げることもできるようにする。
付録　４．内容の取扱い
13
著者・監修者紹介
魚住孝至（うおずみたかし）国際武道大学教授
国際武道大学附属武道・スポーツ科学研究所長
1953年生まれ。東京大学大学院人文科学研究科博士課程修了博士（文学）
専門分野：日本思想、実存思想、身体文化
野口体操、動法（整体協会身体教育研究所）、新陰流剣術、無影心月流弓道（練気）
などを学ぶ。
主な著書・論文：『宮本武蔵―日本人の道』（ぺりかん社）、『定本五輪書』（新人
物往来社）、編著『諸家評定―戦国武士の「武士道」』（新人物往来社）、「新陰流の
形成と定着」（国際武道大学『武道・スポーツ科学研究所年報』第11号）、「芭蕉
における詩と実存」（実存思想論集Ⅹ『詩と実存』（理想社）。
柏崎克彦（かしわざき　かつひこ）　国際武道大学教授
1951年生まれ。東海大学体育学部卒業
専門分野：柔道指導論
1975年、1978～1981年全日本柔道体重別選手権　優勝
1981年世界柔道選手権優勝　柔道８段
日本武道学会監事、全日本学生柔道連盟理事、全日本柔道連盟国際委員、JOCオ
リンピック強化スタッフ、IJF エキスパートコーチ
主な著書：『寝技で勝つ柔道』（ベースボールマガジン社）、“FightingJudo,,（Pelham
Books）、『柔道上達のプロセス』（永岡書店）、“AttackingJudo,,（IpponBooks）他。
蒔田　実（まきた　みのる）国際武道大学教授
国際武道大学　副学長
1948年生まれ。東海大学体育学部卒業
専門分野：剣道指導論
剣道教士八段。全剣連審判講師養成指導講師。
1966年全国高等学校剣道大会　個人優勝
1982年世界剣道選手権大会　　個人優勝
2002年全剣連50周年記念全日本八段選抜剣道大会　個人準優勝
千葉県学生剣道連盟会長、千葉県剣道連盟理事・審議員、
千葉県スポーツ振興審議会委員
主な著書：『学校剣道の指導体系』（もえぎ出版）共著、『ＤＶＤでわかる！剣道入門』
（西東社）監修、『剣道を知る事典』（東京堂出版）執筆
14
木村恭子（きむら　やすこ）　国際武道大学客員教授
聖心女子大学卒　　なぎなた教士
専門分野：なぎなた指導法
第 2回 3回全日本学生なぎなた選手権大会団体・個人優勝
第 10 回都道府県対抗なぎなた選手権大会団体優勝
第 23 回都道府県対抗長刀選手権大会演技競技優勝
（財）全日本なぎなた連盟理事、審議員、技術委員
国際なぎなた連盟理事、日本武道学会理事
文部科学省学校体育中央講習会　なぎなた講師
主な著書等：日本体育協会ビデオ「楽しいなぎなた教室」、ＮＨＫスポーツ教室「な
ぎなた」、全日本なぎなた連盟編「楽しいなぎなた」（大修館書店）ワーキングスタッ
フ、全日本なぎなた連盟編「全日本なぎなたの形」ワーキングスタッフ
松尾牧則（まつお　まきのり）　国際武道大学准教授
1962 年生まれ。筑波大学大学院修士課程修了
専門分野：弓道史、弓道論、弓道指導法
第 29 回全日本学生弓道選手権大会（団体優勝）
明治神宮奉納全国弓道大会（個人優勝２回）
弓道錬士６段。日本武道学会理事、国際武道大学弓道部監督。
主な著書・論文：『武道文化の探求』（不昧堂出版）共著、『近代武道の系譜』（杏
林書院）共著、『もっとうまくなる！　弓道』（ナツメ社）、『弓道虎の巻』（スキー
ジャーナル社）共著、「日本の矢と矢羽根文様について―『矢羽文考』―」（国際
武道大学研究紀要第 19 号）。
武道論集Ⅱ―中学校保健体育における武道の指導法
2009年７月20日　印刷
2009年７月20日　発行
2010年11月30日　増刷
発行者　国際武道大学　武道・スポーツ研究所
　　　　〒299-5295　千葉県勝浦市新官841
　　　　電　話　0470-73-4111
ISBN978-4-9980893-3-9 印刷　港北出版印刷株式会社
